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本
格
焼
酎
「
岡
垣
」が
つ
い
に
完
成
し
た
。

岡
垣
町
の
大
地
で
育
ま
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
、
孔
大
寺
の
山
脈
で
長
い
時
を
経
て
蓄
え
ら
れ
た
地
下
１
５
０

ｍ
か
ら
汲
み
上
げ
た「
天
然
の
地
下
水
」を
使
用
し
、
杜
氏
の
中
の
杜
氏
と
呼
ば
れ
る
鹿
児
島
酒
造
㈱
黒
瀬
安
光

杜
氏
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
本
格
焼
酎
。

岡
垣
町
は
、
古
く
か
ら
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
る
が
、
減
反
や
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
、
後
継
者
不
足

な
ど
か
ら
、
遊
休
農
地
が
拡
大
。
そ
の
遊
休
農
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
、
そ
の
イ
モ
と
岡
垣
町
の
良
質
な

地
下
水
で
焼
酎
を
造
ろ
う
、
そ
し
て
、
み
ん
な
の
手
で
造
っ
た
焼
酎
で
、
岡
垣
町
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
、
と
い
う
思

い
か
ら
焼
酎
造
り
が
始
ま
っ
た
。

本
格
焼
酎
「
岡
垣
」

誕
生
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本
格
焼
酎「
岡
垣
」の
原
料
と
な
る
サ

ツ
マ
イ
モ
は
、
黄
金
千
貫
と
い
う
品
種

を
使
っ
て
い
る
。
で
ん
ぷ
ん
質
が
豊
富

で
、
焼
酎
の
原
料
と
し
て
最
適
な
品
種

だ
。
吉
木
区
早
崎
に
あ
る
遊
休
農
地
で

栽
培
さ
れ
た
。

昨
年
６
月
に
苗
を
植
え
付
け
た
。
遊

休
農
地
と
あ
っ
て
、
ほ
場
づ
く
り
に
苦

労
し
た
。
夏
場
は
次
々
と
生
え
る
雑
草

と
の
戦
い
。
つ
る
上
げ
や
除
草
作
業
は

町
職
員
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
た
。
11
月
に
、
認
定
・
志
向
農
業
者

連
絡
会
を
は
じ
め
、
商
工
会
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
約
１
２
０
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
約
６
ト
ン
の
イ
モ
を

収
穫
。
鹿
児
島
酒
造
に
出
荷
し
た
。
苦

労
の
甲
斐
あ
っ
て
、
昨
年
収
穫
し
た
黄

金
千
貫
は
、
予
想
以
上
の
出
来
栄
え
だ

っ
た
。

ま
さ
に
、
町
を
あ
げ
て
愛
情
込
め
て
育

て
た
、
こ
だ
わ
り
の
黄
金
千
貫
で
あ
る
。

「
だ
か
ら
、
町
が
特
産
品
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
い
う
な
ら
、
ぜ
ひ
協
力
し
た

か
っ
た
」と
岡
垣
町
認
定
・
志
向
農
業
者

連
絡
会
会
長
の
戒
能

か
い
の
う

杉
雄
さ
ん
は
語
る
。

「
そ
の
た
め
に
は
、
プ
ロ
の
手
で
よ
か
イ

モ
を
作
ら
ん
と
」と
立
ち
上
が
っ
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
農
業
。
農
業

者
の
苦
労
が
あ
っ
て
、
こ
の
焼
酎
が
で

き
た
ん
だ
と
、
農
業
を
見
直
し
て
も
ら

う
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し

い
。」
戒
能
さ
ん
を
始
め
、
農
業
に
携
わ

る
人
た
ち
の
願
い
だ
。

知
り
合
い
か
ら「
早
く
飲
み
た
い
」と

よ
く
言
わ
れ
る
と
い
う
。
前
評
判
は

上
々
。
私
た
ち
が
育
て
た
イ
モ
だ
か
ら

味
は
保
証
す
る
、
と
戒
能
さ
ん
は
深
く

う
な
ず
い
た
。「
出
来
上
が
っ
た
ら
、
焼

酎『
岡
垣
』で
宴
会
だ
」

北
は
響
灘
、
南
は
常
緑
樹
の
茂
る
孔

大
寺
山
系
に
彩
ら
れ
た
自
然
豊
か
な
わ

が
町
。
孔
大
寺
、
湯
川
山
系
と
、
そ
の

す
そ
野
に
広
が
る
緑
の
大
地
に
降
り
注

い
だ
雨
が
、
地
中
深
く
浸
み
込
み
、
い

く
つ
か
の
地
層
を
く
ぐ
り
抜
け
る
間
に
、

自
然
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
適
度
に
蓄
え
、

口
当
た
り
の
や
さ
し
い
お
い
し
い
地
下

水
に
な
る
。

こ
の
地
下
水
が
吉
木
区
八
反
田

は
っ
た
ん
だ

に
あ

る
水
源
ま
で
到
達
し
、
地
下
１
５
０
m

の
２
本
の
井
戸
か
ら
日
量
４
５
０
０

を
取
水
し
て
い
る
。
町
の
使
用
水
量
の

半
分
は
こ
の
水
源
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

水
質
は「
お
い
し
い
水
」の
目
標
値
を

満
た
す
。
45
年
間
枯
れ
る
こ
と
な
く
引

き
継
が
れ
て
き
た
。

こ
の
水
を
、
本
格
焼
酎「
岡
垣
」の
割

水
※
と
し
て
使
用
。
１
・
８
ト
ン
を
汲
み

上
げ
、
鹿
児
島
酒
造
に
送
っ
た
。
ま
ろ

や
か
で
お
い
し
い
水
と
の
評
価
も
高
く
、

出
来
上
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

m3

「
岡
垣
」のこ

だ
わ
り

岡
垣
の
大
地
で
育
っ
た

「
黄こ

金が
ね

千
貫

せ
ん
が
ん

」

※割水…蒸留した原酒を目標のアルコール分に調整するために使う水
▲「今年はもっとよかイモを」
と会長の戒能さん

▲認定・志向農業者連絡会で鹿児島酒造を訪れた

▲黄金色に輝く岡垣産黄金千貫(写真上)
ボランティア120人でのイモ掘り(写真下)

長
い
時
を
経
て
蓄
え
ら
れ
た

「
天
然
の
地
下
水
」

岡
垣
町
の
名
前
を
売
り
た
い
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「
と
に
か
く
最
高
な
と
こ
ろ
。
訪
れ
て

み
な
い
と
、
口
で
言
っ
て
も
分
か
ら
ん

だ
ろ
う
」黒
瀬
杜
氏
は
、
岡
垣
町
の
印
象

を
こ
う
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

杜
氏
は
、
こ
れ
ま
で
岡
垣
町
を
二
度

訪
れ
て
い
る
。
玄
界
灘
が
見
せ
る
穏
や

か
さ
と
荒
々
し
さ
、
そ
の
二
つ
の
顔
が

特
に
印
象
的
だ
っ
た
と
語
る
。
そ
し
て
、

三
里
松
原
、
孔
大
寺
の
山
脈
を
眺
め
、お

い
し
い
水
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
っ
た
と

い
う
。

「
あ
と
、
人
が
熱
い
。
町
が(
焼
酎
造
り

の
取
り
組
み
に)

こ
ん
な
に
熱
心
な
と
こ

ろ
は
ほ
か
に
な
い
」。
町
の
焼
酎
造
り
へ

の
熱
い
思
い
は
、
杜
氏
に
し
っ
か
り
伝

わ
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
一
生
懸
命
な
岡
垣
町
の
た
め

に
、
代
々
語
り
継
が
れ
る
最
高
の
焼
酎

を
造
る
こ
と
が
務
め
だ
と
杜
氏
は
話
す
。

「
造
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
も
の
、

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
に
も『
岡
垣
』が
一

番
！
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
作

り
た
か
っ
た
。」

焼
酎
の
出
来
栄
え
は「
び
っ
く
り
す
る

く
ら
い
の
も
の
が
で
き
て
い
る
」と
杜
氏

の
お
墨
付
き
だ
。「
も
う
目
覚
め
の
こ
ろ
。

み
な
さ
ん
の
手
に
届
く
の
を
、
今
は
静

か
に
待
っ
て
い
る
。
最
高
の
味
と
香
り
、

最
高
の
状
態
で
み
な
さ
ん
に
届
け
た
い
」

焼
酎「
岡
垣
」で
気
軽
に
晩
酌
を
し
て

黒
瀬
杜
氏
が
語
る
岡
垣

「
お
い
し
い
水
が
あ
る
は
ず
だ
」

代
々
語
り
継
が
れ
る
も
の
を

杜
氏
の
中
の
杜
氏

黒
瀬
安
光

エ
レ
ガ
ン
ト
な

味
わ
い
の
芋
焼
酎

ソ
ム
リ
エ

広
瀬
　
一
峰

（
焼
酎
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
専
任
講
師
）

本
格
焼
酎「
岡
垣
」は
、
バ
ラ
ン
ス
が

よ
く
、
イ
モ
の
香
り
や
味
わ
い
が
生
か

さ
れ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
印
象
を
感
じ
る

事
が
で
き
る
逸
品
で
す
。
芋
焼
酎
の
中

で
も
軽
め
で
飲
み
や
す
い
タ
イ
プ
、
す

べ
て
の
飲
み
方
に
対
応
で
き
ま
す
が
、

特
に
ス
ト
レ
ー
ト
、
お
湯
割
り
が
お
勧

め
。
雑
味
を
感
じ
な
い
素
直
な
焼
酎
な

の
で
、
温
め
る
と
香
り
や
味
わ
い
の
長

所
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

豚
肉
と
夏
野
菜
の
ゴ
マ
味
噌
炒
め

オ
ク
ラ
、
レ
タ
ス
を
軽
く
炒
め
、
ゴ

マ
味
噌
で
和
え
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
青
シ
ソ

を
添
え
て
。
焼
酎
に
香
ば
し
い
ゴ
マ
の

香
り
が
加
わ
り
、
い
っ
そ
う
お
い
し
く

こ
ん
な
料
理
に
合
せ
た
い
！

黒瀬　安光

1937年２月27日、鹿児島県川辺郡笠沙町で生まれる。1952年から焼酎造
りの第一歩を踏み出し、福岡・長崎・大分・宮崎・鹿児島のいろいろな原料で
焼酎作りを学ぶ。杜氏暦55年の経験を生かして、さまざまな製品を開発し、
今もなお新しい味を求め、挑み続けている。
明治時代、薩摩・笠沙の「黒瀬」という集落から焼酎造りの技を取得するため

琉球に渡り、その黒瀬から技を得た男たちが、季節になると九州一円の酒造場
に出かけ、杜氏として腕を振るったという。その本流の焼酎造りの技を体で覚
えている数少ない杜氏が、この黒瀬安光杜氏である。
俳優杉良太郎オリジナル焼酎も手掛けたほか、黒瀬杜氏の名が付けられた、

その名も、本格焼酎「黒瀬安光」は、各界の著名人が好む「至高の逸品」と言われ
ている。
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ほ
し
い
と
杜
氏
は
話
し
た
。
杜
氏
の
岡

垣
町
を
愛
す
る
気
持
ち
が
、
こ
の
焼
酎

に
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。

名
称
は
、
１
８
３
点
の
応
募
の
中
か

ら
亀
石
佳
奈
さ
ん(

旭
中
区)

他
５
人
が
応

募
し
た「
岡
垣
」が
選
ば
れ
た
。
岡
垣
町

か
ら
誕
生
す
る
焼
酎
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
自
然
豊
か
な
岡
垣
町
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

ラ
ベ
ル
は
黒
地
に
金
文
字
。
岡
垣
町

を
象
徴
す
る
三
里
松
原
が
描
か
れ
て
い

る
。
高
級
感
の
中
に
懐
か
し
さ
を
感
じ

る
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

待
ち
遠
し
い
で
す
！

亀
石
佳
奈
さ
ん

芋
焼
酎
が
大
好
き
な
の
で
、
岡
垣
町

の
芋
焼
酎
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
世
間
に
広
ま

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

８
月
４
日
(土)
に
開
催
す
る
え
び
つ
か

ぐ
や
灯
篭
ま
つ
り
で
、
本
格
焼
酎「
岡
垣
」

の
発
表
会
と
試
飲
会
を
行
う
。
黒
瀬
安

光
杜
氏
も
来
町
。
焼
酎
造
り
の
貴
重
な

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

町
内
の
酒
販
店
で
、
予
約
・
販
売
を

行
う
。

「
岡
垣
」を
全
国
へ

遠
賀
若
松
酒
販
組
合
岡
垣
支
部
長

仲
　
敏
之
さ
ん

将
来
的
に「
九
州
の
焼
酎
と
い
え
ば

『
岡
垣
』」と
い
う
く
ら
い
、
九
州
の
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
有
名
に
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
実
績
が
必
要
だ
。
町
内
の
酒
販

店
が
一
丸
と
な
っ
て「
岡
垣
」の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
た
い
。
販
売
は
町
内
限
定
と
な
る

が
、
み
な
さ
ん
の
親
戚
や
友
人
な
ど
、

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

９
月
か
ら
岡
垣
の
お
い
し
い
地
下
水

を
販
売
開
始
予
定
。
詳
し
く
は
広
報
お

か
が
き
８
月
25
日
号
で
。

問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
課
へ

そ
の
名
は「
岡
垣
」

予
約
は
７
月
27
日
(金)
か
ら

お
い
し
い
地
下
水
も
販
売

灯
篭
ま
つ
り
で「
岡
垣
」を

味
わ
お
う

数
量
限
定
で

８
月
４
日
(土)
い
よ
い
よ
販
売
開
始

な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ア
ジ
の
刺
身
や
鶏
・
豚

肉
の
照
り
焼
き
も
お
勧
め
で
す
。
芋
焼

酎
は
、
青
魚
特
有
の
臭
み
を
消
す
効
果

が
あ
り
、
ま
た
、
豚
バ
ラ
肉
や
鶏
モ
モ

肉
の
脂
の
う
ま
み
に
よ
く
合
い
ま
す
。

広
瀬
　
一
峰

日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
公
認
シ
ニ
ア
ソ

ム
リ
エ
、
料
飲
専
門
家
団
体
連
合
会(

利

き
酒
師
・
焼
酎
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
協

会)

顧
問
・
専
任
講
師

熊
本
県
生
ま
れ
。
１
９
８
７
年
ソ
ム

リ
エ
田
崎
真
也
の
一
番
弟
子
と
し
て
ソ

ム
リ
エ
に
従
事
。
１
９
９
６
年
(有)
ラ
・

ス
ウ
イ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
設
立
し
、

以
後
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
業
を
営
む
。
フ
ジ

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
ソ
ム
リ
エ
」や「
料
理
の

鉄
人
」に
協
力
。
現
在
は
、
ぶ
ど
う
の
樹

の
ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
て
い

る
。

▲1.8r 2,330円(税込) ▲720mr 1,260円(税込)

▲豚肉と夏野菜のゴマ味噌炒め
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その昔疫病が流行したときに、厳島神社に願を掛け
たところに端を発するこの祭り。町の無形民族文化財
に指定されています。法被

はっぴ

姿の男たちが、２トン以上
にもなる山笠を担いで区内を回りました。

６月15日、
三里松原海岸
の砂浜で、アカ
ウミガメの産卵

が確認されました。
調査を始めた平成４
年以来10頭目、３年

連続の産卵になりました。
順調にいけば約60日前後でふ化し、かわいい子ガ

メたちが大海原に帰る姿が見られる予定です。

７/15 東黒山区祇園山笠

目指せ！オリンピック 

健康づくりは地域から 

ラブアースの浜スの浜にアアカウミガメが戻りました 

無病息災、豊作を願って 

海水浴シーズンの安全を願って 

波津の海は 
「きれいな海」 

ラブアースの浜にア

目指せ！オリンピック 

健康づくりは地域から 

ラブアースの浜にアカウカウミガメが戻が戻りました 

無病息災、豊作を願って 

海水浴シーズンの安全を願って 

波津の海は 
「きれいな海」 

アカウミガメが戻りました 

目指せ！オリンピック 

健康づくりは地域から 

ラブアースの浜にアカウミガメが戻りました 

無病息災、豊作を願って 

海水浴シーズンの安全を願って 

波津の海は 
「きれいな海」 

無病息災、豊作を願って 

▲1月の全九州選抜で優勝した時の白石さん ▲高校で練習に励む石橋さん

白石宏明さん(野間一区)と石橋征巳
さん(吉木区)が、８月６日(月)から佐
賀県で開催される全国高等学校ウエイ
トリフティング競技選手権大会に出場
します。
白石さんと石橋さんは、九州国際大

学附属高等学校で練習に励み、全国大
会で優勝するなど、輝かしい成績を収
めています。白石さんは、「６月の世界
ジュニア選手権で、レベルの高さを感
じました。体調管理を行い、高校新記
録を目標に優勝したい」石橋さんは「全
力でがんばります」と抱負を語りまし
た。
なお、白石さんは８月下旬に中国で

行われる日・韓・中ジュニア交流競技
会の日本代表選手に決定しています。

目指せ！オリンピック

▲アカウミガメが産卵したあと
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岡垣町海水浴場休憩所で式典が行われ、関係者をは
じめ、警察・消防・海上保安庁の職員など約30人が参
加しました。花田修波津海水浴場組合長は「８月12日
(日)までの約40日間、無事故で多くの人に楽しい思い
出をつくってほしい」と話しました。

７/３ 遠賀保護区保護司会メッセージ伝達

快水浴場100選に選ばれている波津海水浴場の近
くの岩場で行われました。
内浦小４年の児童たちは、磯の生き物を追いかけ

て、大きな歓声が響いていました。学校に戻っての
学習では、「いろんな生き物がいて楽しかった」「波津
の海がきれいでよかった」と感想が聞かれました。

毎年７月の社会を明るくする運動強調月間に併せ、遠賀
保護区保護司会岡垣分区の保護司のみなさんが、法務大臣
や福岡県知事のメッセージを町長に渡しました。

この運動は、犯罪
や非行の防止と罪を
犯した人たちの更生
に理解を深め、犯罪
や非行のない明るい
社会を築こうとする
全国的な運動です。

社会を明るくする運動

保健推進員制度は、各自治区から推薦を受けた保
健推進員が健康づくりに関する講義などを受け、自
分自身や家族の健康づくりを考え、実践していこう
という取り組みです。35人が任命され、遠賀保健
福祉環境事務所松尾美智代先生による「地域で取り
組む健康づくり」の講義が行われました。

７/５ 保健推進員制度スタート

７/５内浦小学校「海辺の教室」(波津海水浴場)

目指せ！オリンピック 

健康づくりは地域から 

ラブアースの浜にアカウミガメが戻りました 

無病息災、豊作を願って 

海水浴シーズンの安全を願って 

波津の海は波津の海は 
「きれいな海」海」 
波津の海は 
「きれいな海」 

目指せ！オリンピック 

健康づくりは地域から 

ラブアースの浜にアカウミガメが戻りました 

無病息災、豊作を願って 

海水浴シーズンの安全を願って 

波津の海は 
「きれいな海」 

健康づくりは地域から 

▲講義を熱心に受ける保健推進員のみなさん

▲岡垣分区保護司のみなさん

第１部では、内浦小学校PTAの活動が紹介されまし
た。家庭・学校・地域が一体となって子どもたちを育
てている活動に、参加者は感心していました。
第２部では、「食卓の向こう側にみえるもの」と題し

て、フリーライター渡邊美穂さんの講演が行われまし
た。参加者からは、
「自分にできること
から始めようと思え
た」「食は、子や孫の
代まで影響すること
が分かった」などの感
想が聞かれました。

７/７ 食育講演会(岡垣サンリーアイ)

できることから始めよう！

７月は福岡県同和問題啓発強調月間および青少年の
非行問題に取り組む全国強調月間です。岡垣町教育委
員会と岡垣町人権教育推進協議会では、いじめや差別
のない社会にするため、街頭啓発を行いました。
また、教育委員会と青少年補導員で、青少年相談ダ

イヤルカードを配布しました。青少年補導員は、各区
から1人推薦され、年間を通して活動しています。

７/５人権街頭啓発、７/６青少年相談ダイヤルカード配布

思いやりの心 かけがえのない命を大切に

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の

安
全
を
願
い
ま
し
た

▲

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
前
で
の
街
頭
啓
発

▲

海水浴シーズンの安全を願って

６/30 波津海水浴場海開き



みんなの投稿
まってます

読者へのお知らせ、サーク
ルなどの紹介、イラスト・写
真、俳句・短歌・川柳などを
募集します。締切日は毎月１
日です。
※営利・政治・宗教に関する
ものなど、掲載できないものも
あります

投稿先・問い合わせ
〒811－4233
岡垣町野間１丁目１番１号
岡垣町役場地域づくり課
1282－1211

chiiki@town.okagaki.fukuo
ka.jp
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一
般
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品
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夫
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研
修
ロ
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ン
に

一
年
間
孫
娘
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別
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来
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中
原
　
政
平

ふ
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見
れ
ば
枇
杷
の
袋
は
仄
か
な
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黄
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色
帯
び
て
膨
ら
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け
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川
原
ツ
ル
子

海
水
浴
お
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ソ
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ッ
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ぐ
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け
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富
　
安
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川
久
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友
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声
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ダ
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シ
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亮
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え
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ヤ
子
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木
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ら
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と
神
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木
村
　
　
守

沖
晴
れ
て
船
頭
町
の
濃
あ
ぢ
さ
ゐ木

下
　
武
久

岡
垣
青
嶺
俳
句
会

に
び
い
ろ
の
海
や
背
山
の
時
鳥舩

津
丸
て
る
代

い
つ
せ
い
に
田
植
雨
乞
山
晴
れ
て十

時
千
恵
子

過
ぎ
去
り
し
事
の
あ
れ
こ
れ
胡
瓜
も
む

川
里
　
正
子

百
態
の
仏
涼
し
き
曼
荼
羅
図

廣
橋
い
た
る

岡
垣
川
柳
会
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格
も
生
き
る
た
め
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忘
れ
た
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大
堂
　
圏
治

ぬ
か
床
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し
華
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ぐ
手
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ふ
る
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よ
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困
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末
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ゃ
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和
彦

岡
垣
乳
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俳
句
会
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の
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む
島
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す
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畑
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鶴
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祓
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田
タ
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蔭
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憩
ひ
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忘
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野
苺
の
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造
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山
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永
山
　
　
篁

青
葉
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歌
会

馥
郁
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よ
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に
乗
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流
れ
く
る

楝
の
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の
烟
る
む
ら
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き

原
口
　
一
枝

公
園
と
な
り
た
る
今
も
牛
蛙
の

野
太
き
声
に
昔
偲
ば
る

西
村
　
光
代

子
守
唄
と
湖
底
に
し
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む
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愁
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え
て
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木
の
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流
る
る
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子
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吊
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語
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取
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史
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憶
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潮
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な
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木
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あ

お

ば

ず

く

啼
く
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広報おかがきに関係

する次の問題に答えて

ください。正解者の中

から抽選で最大５人

に、「びわの葉湯」をプ

レゼントします。

問題１

本格焼酎「岡垣」の原料となっているサ

ツマイモの品種は？

（ヒント：３ページ）

A 紅東(ベニアズマ)

B 鳴門金時(ナルトキントキ)

C 黄金千貫(コガネセンガン)

問題２

今年も岡垣町でアカウミガメが産卵し

ました。何年連続？

（ヒント：６ページ）

A ２年　B ３年　C ４年

問題３

波津海水浴場は、全国の何に選ばれて

いる？ （ヒント：７ページ）

A 快水浴場100選

B サーフスポット50選

C デートスポット200選

応募方法

答え(例：１－A)・住所・氏名(誌上匿

名可)・電話番号・広報おかがきへの

意見を記入し、８月10日(金)までに地

域づくり課(窓口・郵送・Eメール)へ

松
本
　
裕
介

ゆ
う
す
け

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
７
月
13
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

お
散
歩
大
好
き
我
が
家
の
大

将
！
夏
に
は
海
へ
Ｇ
Ｏ
だ
！

小
早
川
泰
慶

た
い
け
い

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
７
月
18
日
生
ま
れ(

高
倉
区)

今
年
は
ヤ
ギ
に
ひ
と
り
で
乗

れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
ね

池
田
　
優ゆ

う

菜な

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
７
月
25
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

元
気
で
可
愛
い
女
の
子
に
育

っ
て
ね

野
　
晟

じ
ょ
う

太
郎

た
ろ
う

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
７
月
１
日
生
ま
れ(

糠
塚
区)

お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
い
っ

ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

前
田
　
哲て

つ

汰た

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
７
月
５
日
生
ま
れ(

海
老
津
区)

た
く
さ
ん
あ
そ
ん
で
た
く
ま

し
く
な
っ
て
ね

高
倉
菜
々
子

な

な

こ

ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
17
年
７
月
５
日
生
ま
れ(

野
間
二
区)

い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
、
遊
ん
で

元
気
に
育
っ
て
ね
！

小
野
　
舜
葵

み
つ
き

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
16
年
７
月
10
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

笑
っ
た
り
泣
い
た
り
忙
し
い

ね
☆
元
気
い
っ
ぱ
い
の
舜
葵

7月生まれ

●募集対象 町内在住で、掲載月が誕生月の１～３歳の子ども●応募方法 投稿する写
真・住所・親子の氏名(ふりがな)・子の生年月日・電話番号・子どもへのコメント(22文
字以内)・広報おかがきへの意見を、地域づくり課(窓口・郵送・Eメール)へ
●締切日 掲載月の１日※応募者多数の場合は抽選

びわの葉湯
岡垣町の特産品

「ビワ」のイメージ商品

岡垣川柳会会員募集
現在会員10人で、月１回句会を行っています。川柳は楽しく社会や自然の変化をとらえ感性の高揚に

役立ちます。

と　き 毎月第３木曜日　　ところ 東部公民館　　会　費 月200円※別途会報誌代4,800円/年

問い合わせ 大堂1282－7370または小田1282－7730へ
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岡垣町身体障害者福祉協会では、会

員と援助スタッフを募集しています。

定期的にグラウンドゴルフなどの親睦

会を開いたり、町の健康福祉まつり、

郡、県のスポーツ大会に参加するなど、

身体障害者同士の親睦や社会参加を行

なっています。

問い合わせ 安部1282－1321へ

一緒に活動しませんか

アトピーやぜんそくにいいことなどを楽しく計画してい

ます。去年は、ハーブ石鹸づくり、梅干漬け、また、重

曹・酢を使った掃除の仕方を学ぶなど、何でもチャレンジ

しています。アトピーやアレルギーの体質改善のほか、気

分転換、相談相手作りといった親子のリラックスが目的で

す。もちろん、アトピーでない人も参加できます。

と　き 毎月第２水曜日

ところ こども未来館

会　費 無料(材料費など

は別途必要)

問い合わせ
太田1282－0751または

こども未来館へ

とことこクラブ

海老津小、山田小の１～６年生が

元気いっぱいサッカーボールを追い

かけています。一緒に楽しくサッカ

ーをしませんか。

チーム名 岡垣サザンイレブン

練習日 毎週水曜日(午後４時30分～

６時30分)、土曜日(午前９時～正午)、

日曜日(午前10時～正午)

ところ 海老津小学校運動場

問い合わせ

坂田1282－1975へ

輝け！サッカー少年
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金
の
支
給
な
ど
で
支
援
し
ま
す
。

と
　
き

８
月
30
日
(木)
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ

北
九
州
市
高
年
齢
者
就
業
支

援
セ
ン
タ
ー(

ウ
ェ
ル
と
ば
た)

問
い
合
わ
せ

能
力
開
発
機
構
福
岡
セ

ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
２
６
２
‐
２
１
１

３
へ町

村
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

(

児
童
扶
養
手
当
受
給
者)

を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
、
就
労
を

支
援
す
る
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
1

０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
９
３
１
へ

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

役場・教育委員会
1282―1211

情報プラザ人の駅
1281―2005

こども未来館
1281―5501

東部公民館
1282―0035

中央公民館
1282―0162

西部公民館
1281―5006

町民武道館
1282―6111

岡垣サンリーアイ
1282―1515

社会福祉協議会
1283―2940

シルバー人材センター
1282―4688

いこいの里高齢者等
相談センター
1283―0033

岡垣町高齢者・障害者
相談センター
1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター
1282―5103

岡垣町公式ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp
町の情報や広報おかがきを
見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp/plaza/

社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育
に
関

し
、
計
画
の
立
案
や
、
教
育
委
員
会
の

諮
問
に
応
じ
て
意
見
を
述
べ
た
り
、
そ

の
た
め
の
研
究
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。現

在
の
社
会
教
育
委
員
の
任
期
は
、

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

雇
用
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
19

年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
人
は
、

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
変
わ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

八
幡
公
共
職
業
安
定
所

(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク)

1
６
２
２
‐
５
５
６

６
へ創

業
や
違
う
業
種
に
進
出
す
る
と
き

労
働
者
を
雇
う
事
業
主
に
対
し
、
助
成

次
の
期
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ふ

れ
あ
い
は
、
全
線
土
日
祝
日
ダ
イ
ヤ
で

運
行
し
ま
す
。

と
　
き

８
月
13
日
(月)
〜
15
日
(水)

問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
課
へ

お
知
ら
せ

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

お
盆
期
間
中
の
運
行

雇
用(

創
業)

・
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
制
度
説
明
会

新
し
い
社
会
教
育
委
員
で
す末吉優美子さん

(海老津小学校長)
秋武純子さん
(茅原区)

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が

変
わ
り
ま
す

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん応

援
し
ま
す

TEL 282ー0247
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岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

対
　
象

岡
垣
町
に
住
民
票
の
あ
る
40

歳
以
上
の
人
で
19
年
度
の
集
団
健
診
を

受
け
て
い
な
い
人
、
ま
た
職
場
な
ど
で

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人

内
　
容

尿
検
査
、
身
長
・
体
重
、
腹

囲
、
血
圧
、
血
液
検
査
、
心
電
図
、
診

察
※
65
歳
以
上
は
介
護
予
防
の
た
め
の

生
活
機
能
評
価
あ
り

と
　
き

８
月
１
日
〜
20
年
３
月
31
日

と
こ
ろ

町
内
の
医
療
機
関(

い
ま
づ
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
占
部
医
院
、
岡
垣
記
念
病

院
、
遠
賀
中
間
医
師
会
病
院
、
加
藤
医

院
、
高
陽
診
療
所
、
こ
ん
ど
う
胃
腸
科

外
科
医
院
、
柴
山
内
科
・
消
化
器
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
田
中
ひ
ろ
し
小
児
内
科
医

院
、
ふ
じ
た
医
院
、
や
ま
が
た
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
公
園
通
り
ク
リ
ニ
ッ
ク)

健
診
料

五
百
円
※
70
歳
以
上
は
無
料

非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
人
は

受
診
前
に
健
康
福
祉
課
に
来
て
く
だ
さ

い
。
調
べ
て
無
料
の
問
診
表
を
交
付
し

ま
す
。
手
続
き
は
８
月
１
日
(水)
か
ら
行

い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
手
帳
※
持
っ

て
な
い
人
は
健
康
福
祉
課
で
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

岡
垣
町
一
般
事
務
職
員
、
保
健
師
を

募
集
し
ま
す
。

一
般
事
務
職
＝
２
人
程
度
、
昭
和
57
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

保
健
師
＝
１
人
、
昭
和
52
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
資
格

の
あ
る
人
、
ま
た
は
、
取
得
見
込
み
の

人

第
１
次
試
験

と
　
き

９
月
16
日
(日)

と
こ
ろ

九
州
共
立
大
学

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策

室
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
に
あ
る
申
込
書

を
８
月
16
日
(木)
ま
で
に
企
画
政
策
室
へ

募
集
数

２
人

業
務
内
容

学
校
給
食
調
理
に
関
す
る

業
務(

調
理
師
免
許
不
要
）

勤
務
地

内
浦
・
吉
木
・
戸
切
の
各
小

学
校

勤
務
形
態

パ
ー
ト

対
　
象

町
内
在
住
の
45
歳
ま
で
の
人

雇
用
期
間

９
月
１
日
〜
平
成
20
年
３

月
31
日
※
更
新
可

※
面
接
な
ど
は
別
途
通
知
。
募
集
案
内

は
、
役
場
総
合
案
内
、
情
報
プ
ラ
ザ

人
の
駅
に
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
15
日

(水)
ま
で
に
履
歴
書
を
教
育
総
務
課
へ

出
店(

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
以
外)

は

臨
時
営
業
許
可(

有
料)

が
必
要
で
す
。

募
集
数

出
店
約
10
区
画
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
約
20
区
画(

一
区
画
約
３
メ
ー

ト
ル
×
４
メ
ー
ト
ル)

※
先
着
順

と
　
き

10
月
21
日
(日)
午
前
10
時
〜
午

募
　
　
集

お盆休み中の急病は 
診療科目・時間 診療日 ところ 

内科・小児科 
午前９時～午後５時 

 

歯科 
午前10時～午後５時 

※要連絡 

８月14日(火) 
15日(水)

８月13日(月)

８月14日(火)

８月15日(水)

遠賀・中間休日急病センター(水巻町) 
1２０１-９９９９ 
 
山崎歯科医院(遠賀町) 
1２９３-３９８８ 

高島歯科医院(芦屋町) 
1２２３-１５１５ 

永井歯科医院(芦屋町) 
1２２２-２８２８ 

学
校
臨
時
給
食
調
理
員

問い合わせ 健康福祉課へ

個
別
基
本
健
診
を
行
い
ま
す

ま
つ
り
岡
垣
に
出
店
し
ま
せ
ん
か

岡
垣
町
職
員
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広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

後
３
時

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
２
日

(木)
午
前
10
時
か
ら
ま
つ
り
岡
垣
実
行
委

員
会(

地
域
づ
く
り
課)

へ

概
ね
40
歳
以
上
の
町
内
在
住
・
在
勤

の
人
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
生
涯
学
習

講
座
で
す
。

と
　
き

８
月
４
日
(土)
午
後
４
時
〜
７

時と
こ
ろ

東
部
公
民
館

内
　
容

グ
ル
ー
プ
研
修「
岡
垣
町
の

日
帰
り
観
光
コ
ー
ス
を
作
ろ
う
！
」
、

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー(

一
品
持
ち

寄
り
懇
親
会)

、
か
ぐ
や
灯
篭
ま
つ
り
見

学(

自
由
参
加)

参
加
費

五
百
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
３
日

(金)
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

採
用
人
数

消
防
士
７
人

試
験
日

10
月
14
日
(日)

対
　
象

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成

２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
日

本
国
籍
を
持
つ
人
。
※
条
件
に
よ
り
受

験
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す

受
　
付

８
月
24
日
(金)
〜
９
月
７
日
(金)

※
土
日
を
除
く

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
１
日

(火)
か
ら
遠
賀
郡
消
防
本
部
、
芦
屋
分
署
、

岡
垣
出
張
所
、
遠
賀

中
間
広
域
行
政
事
務

組
合
に
あ
る
申
込
書

を
遠
賀
郡
消
防
本
部

1
２
９
３
‐
８
１
２

３
へ

対
　
象

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成

２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
７
日

(火)
ま
で
に
申
込
書
を
福
岡
入
国
管
理
局

1
０
９
２
‐
６
２
３
‐
２
４
０
０
へ

看
護
職
員
の
就
業
の
た
め
の
、
新
し

い
医
療
看
護
の
講
習
会
で
す
。

対
　
象

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師

な
ど
の
資
格
を
持
ち
、
現
在
そ
の
職
に

就
い
て
い
な
い
人

と
　
き

９
月
10
日
(月)
〜
14
日
(金)

と
こ
ろ

小
倉
興
産
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル(

小
倉

北
区)

定
　
員

１
０
０
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
１
日

(水)
〜
24
日
(金)
に
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
1

０
９
２
‐
６
３
１
‐
１
２
２
１
へ

心
肺
蘇
生
の
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体

外
式
除
細
動
器)

の
使
用
方
法
な
ど
の
応

急
処
置
を
学
び
ま
す
。

と
　
き

９
月
28
日
(金)
午
前
９
時
〜
正

午と
こ
ろ

遠
賀
郡
消
防
本
部(

遠
賀
町)

定
　
員

50
人

受
講
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
郡
消

防
本
部
1
２
９
３
‐
８
１
２
４
へ

と
　
き

８
月
５
日
(日)
午
前
９
時
〜
午

後
２
時
30
分

と
こ
ろ

芦
屋
競
艇
場

内
　
容

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
電
王
シ
ョ

ー
、
中
国
雑
技
シ
ョ
ー
、
縁
日
コ
ー
ナ

ー
、
競
艇
選
手
の
指
導
に
よ
る
ゴ
ム
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
試
乗
会
な
ど

問
い
合
わ
せ

芦
屋
競
艇
宣
伝
係
1
２

２
３
‐
０
５
８
１
へ

催
　
　
し

講
　
　
習

ZOCなら　見える　掴める。
だから　納得できる。

ゾ ッ ク
内科専門医・循環器専門医 

診療時間　平日 9:00～12:00    15:00～18:00 
　　　　　水曜 9:00～12:00 
　　　　　土曜 9:00～15:00 
　　休診　日曜・祝日・水曜午後 

岡垣町野間2-3-11

ふじた医院 

入
国
警
備
官

看
護
力
再
開
発
講
習
会

普
通
救
命
講
習
会

夏
休
み
ち
び
っ
子
カ
ー
ニ
バ
ル

遠
賀
郡
消
防
本
部
職
員

第
７
回
創
年
の
ひ
ら
め
き
講
座
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住民税が非課税の世帯は、申請をすると、次のときに入院時の食事代が減額されます。

持参品 国民健康保険証、印かん、高齢受給者証(該当者)、90日以上の入院期間が確認できるもの(領収書など)
いずれも、すでに交付を受けている人は、有効期限が７月31日(火)です。８月31日(金)までに申請してくださ
い。適用は手続きをした月の初日からです。

申し込み・問い合わせ 住民課へ

持参品 保険証、老人医療証、印かん、90日以上の入院期間が確認できるもの(領収書など)

老人医療受給者住民税非課税世帯のみなさんへ

国民健康保険被保険者のみなさんへ

対　象 申請前 
(一食)

申請後 
(一食)

入院日数が過去12か月間に90日まで 

入院日数が過去12か月間に90日を超える 

所得金額が０円で療養病床に入院する 

所得金額が０円 

２６０円 

２６０円 

４６０円 

２６０円 

２１０円 

１６０円 

１３０円 

１００円 

対　象 申請前 
(一食)

申請後 
(一食)

入院日数が過去12か月間に90日まで 

入院日数が過去12か月間に90日を超える 

２６０円 

２６０円 

２１０円 

１６０円 

○住民税課税世帯の人で70歳未満の人
申請をすると、入院時の窓口負担が月単位で一定の限度額までとなり、多額の現金を支払う必要がなくなり

ます。
持参品 国民健康保険証、印かん
※国保税の滞納があるときは、交付できません
○住民税非課税世帯の人で75歳未満の人
上記に加えて、入院時の食事代が減額されます。

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

いっぱい遊んで生きる力を
いろいろ造って考える力を
友達と協力して思いやりの心を

ならし保育日程 8月7日(火)・8日(水)

上記日程は、いつでも参加できます。

幼稚園見学、途中入園は随時受け付けてい

ますのでご連絡下さい。

岡垣町中央台5丁目-7-18 TEL 093-282-1135
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広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

８
月
10
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

P
o
c
o
a
P
o
c
o
(

ピ
ア

ノ)曲
　
目

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
ピ

ア
ノ
ソ
ナ
タ
悲
愴
　
ほ
か

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

○
サ
ル
サ
＆
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス

と
　
き

第
１
・
２
・
３
月
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
ヶ
月
分)

○
た
の
し
い
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

と
　
き

第
１
・
２
・
３
月
曜
日

午
後
６
時
15
分
〜
９
時
45
分

受
講
料
・
維
持
費

一
万
五
千
九

百
円(

３
ヶ
月
分)

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館

○
夏
休
み
工
作
教
室
　
紙
コ
ッ
プ

で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
！

と
　
き

８
月
４
日
(土)
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

視
聴
覚
室

定
　
員

先
着
30
人

対
　
象

小
学
生

持
っ
て
く
る
も
の

は
さ
み
、
え

ん
ぴ
つ
、
の
り
、
色
え
ん
ぴ
つ(

マ

ー
カ
ー)

参
加
費

無
料

申
し
込
み

８
月
２
日
(木)
ま
で
に

図
書
館
1
２
８
２
‐
５
５
６
６
へ

●
所
在
不
明
の
本
、
１
４
８
冊

大
変
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら

は
受
付
で
手
続
き
せ
ず
に
不
正
に

持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
昨
年

に
比
べ
不
明
冊
数
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
心
な
い
一
部
の
人
に

よ
っ
て
公
共
の
財
産
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。

本
の
貸
し
出
し
は
信
頼
関
係
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
正
し
い
利
用
に
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
図
書
館
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す

８
月
31
日
(金)
ま
で
、
午
前
10
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとしてご寄

付がありました。厚くお礼を申し上
げるとともに、故人のご冥福を心か
らお祈り申し上げます。
(6月受付分まで）

社会福祉協議会へ
○　村田　利幸　様　(吉木)
故　村田ハナヱ　様　86歳
○　田熊　　淳　様　(東山田)
故　前岡　光成　様　80歳
○　有田　秀幸　様　(東松原)
故　有田ミサヲ　様　88歳
○　藤井　律子　様　(南高陽)

故　藤井　恒雄　様　84歳
○　植木　勝成　様　(東山田)
故　植木ヨシ子　様　95歳
○　森　ウマ子　様　(上畑)
故　森　　　一　様　84歳
○　廣渡　和生　様　(茅原)
故　廣渡トモ子　様　79歳
○　岩崎　友久　様　(西黒山)
故　岩崎　静香　様　91歳
○　神崎　久美　様　(内浦)
故　神崎　唯信　様　21歳
○　井　　光　　様　(東山田)
故　井　ユキヱ　様　90歳
○　木原ヨシノ　様　(海老津)

故　木原熊之助　様　89歳
○　吉村　政廣　様　(北九州市)
故　吉村　　樹　様　88歳
○　大羽　貞子　様　(旭東)
故　大羽　　久　様　89歳
○　山田　照雄　様　(高倉)
故　山田壽枝子　様　81歳
○　佐和　　豊　様　(福岡市)
故　佐和　　枝　様　68歳
○　安部喜四男　様　(戸切)
故　安部　睦子　様　63歳

老人クラブへ
○　岩崎　友久　様
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認
知
症
と
は
、
脳
の
知
的
機
能(

記
憶

力
、
時
間
や
場
所
や
人
な
ど
を
認
識
す

る
力
、
計
算
能
力
な
ど)

が
低
下
し
、
普

段
の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

認
知
症
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

は
っ
き
り
し
た
原
因
は
不
明
で
す

が
、
脳
の
神
経
細
胞
が
長
い
時
間
を
か

け
て
変
化
し
て
い
き
、
脳
全
体
が
萎
縮

し
て
い
き
ま
す
。

②
脳
血
管
性
認
知
症

脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
で
脳
細
胞
が

死
滅
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

心
身
の
老
化
や
病
気
の
進
行
の
ス
ピ

ー
ド
に
は
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
そ
の
人
の
性
格
や
、
栄
養
・
運

動
・
休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
の
生
活

習
慣
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
つ
ま
り
、
本
人
の
生
活
次
第
で
認

知
症
の
発
症
を
予
防
し
た
り
、
進
行
を

遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で

す
。

①
運
動
習
慣
…
体
を
動
か
せ
ば
脳
も
若

返
る

体
の
各
部
位
の
働
き
は
脳
が
つ
か
さ

ど
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水

泳
、
体
操
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
行
う

と
、
脳
の
血
流
が
増
え
、
脳
が
活
発
に

動
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
食
生
活
…
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
心
が
け
る

偏
っ
た
食
生
活
を
続
け
て
い
る
と
、

動
脈
硬
化
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
り
や

す
く
、
こ
れ
が
脳
血
管
疾
患
の
原
因
と

な
り
認
知
症
の
引
き
金
に
も
な
り
ま

す
。
特
に
認
知
症
の
予
防
に
は
、
緑
黄

色
野
菜
や
果
物
に
含
ま
れ
る
成
分
が
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
青
魚
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や

Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い
う
不
飽
和
脂
肪
酸
に
は
、

脳
の
神
経
伝
達
を
よ
く
し
た
り
、
脳
の

血
流
を
よ
く
し
た
り
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。

③
暮
ら
し
方
…
活
発
な
日
常
生
活
を
送
る

旅
行
、
料
理
、
園
芸
な
ど
の
趣
味
の

活
動
や
、
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
な
ど
の

頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
は
計
画
力
や
思
考
力

を
多
く
使
う
た
め
認
知
症
の
発
症
を
遅

ら
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

複
数
の
こ
と
を
意
識
し
て
同
時
に
行
う

こ
と
も
、
注
意
力
の
低
下
を
予
防
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
は
だ
れ
も
が
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
が
、
長
年
の
日
常
生

活
の
積
み
重
ね
で
発
症
を
予
防
で
き
ま

す
。
ま
た
、
認
知
症
の
予
防
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
少

し
ず
つ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

保
健
師
　
山
本
　
実
子

認
知
症
と
は

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に

ヘルシークッキング ～キャベツとベーコンのマスタード炒め～
材料（４人分）
○キャベツ280ｇ○ベーコン30ｇ○
ニンニク４ｇ○パセリ(みじん切り)
少々○塩少々○コショウ少々○粒入り
マスタード大さじ2/3○オリーブ油大
さじ2/3
作り方
①キャベツはせん切り、ベーコンは
５mm幅に切る
②フライパンにオリーブ油を熱し、

①とニンニクを炒め、しんなりし
てきたら、塩、コショウ、マスタ
ードで調味する
③最後にみじん切りのパセリを散ら
す

一人分の栄養価
エネルギー63kcal、たんぱく質2.0ｇ、
脂質5.0ｇ、カルシウム30mg、食塩
相当量0.6g

第181回

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

認
知
症
は
、
脳
の
障
害
に
よ
る
病
気
で
す
。
加
齢
や
病
気
な
ど
が
原
因
と
な
り
、
誰

も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
が
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
発
症
を
遅

ら
せ
た
り
、
症
状
を
軽
く
お
さ
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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第264回 

今
回
も
手
野
・
竹
井
家
の
史
料
に
見

え
な
い
人
物
を
紹
介
す
る
。

『
新
撰
宗
像
記
考
證
』収
載
文
書
に
、

竹
井
満
に
あ
て
た「
宗
像
氏
貞
感
状
」が

あ
る
。
そ
れ
は
、

去
る
十
三
日
吉
川
庄
に
敵
が
切
り
寄
せ
、

山
下

さ
ん
げ(

城
下)

で
立
花
勢(

大
友
方)

と
懸
合

い
防
戦
を
遂
げ
、
父
・
六
郎
討
死
、
且

本
意
且
不
便
、
忠
義
寔
ま
こ
と
に
感
悦
な
り
。

何
様
忘
却
有
る
可
か
ら
ず
候
。
恐
々

き
ょ
う
き
ょ
う

謹
言

き
ん
げ
ん

。
十
一
月
廿
四
日
　
竹
井
満
殿

氏
貞

で
あ
る
。
竹
井
六
郎
が
討
死
し
た
戦
闘

は
、
他
の
史
料
か
ら
天
正
九(

一
五
八
一)

年
十
一
月
十
三
日
の「
小
金
原

こ
が
ね
ば
る

の
合
戦
」

と
判
る
。

小
金
原
の
合
戦
は
、
宗
像
で
は
最
も

有
名
な
合
戦
で
あ
る
。
発
端
は
、
立
花

勢
が
鷹
取

た
か
と
り

城
で
籠
城
す
る
毛
利
鎮
実

し
げ
ざ
ね

に
、

兵
糧

ひ
ょ
う
ろ
う
を
搬
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
夜
陰

に
乗
じ
た
と
は
い
え
、
人
足
五
百
人
と

三
千
の
兵
で
、
筑
前
新
宮
の
立
花
城
か

ら
田
川
郡
赤
池
の
鷹
取
城
ま
で
、
敵
中

横
断
十
数
里
、
肝
を
つ
ぶ
す
ほ
ど
の
行

動
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
帰
路
の
立
花
勢

を
、
宮
田
町
の
笠
木

か
さ
ぎ

山や
ま

城
に
拠よ

る
秋
月

勢
や
麻
生
・
宗
像
勢
が
待
ち
伏
せ
挟
撃

し
た
が
、
作
戦
は
失
敗
、
大
敗
し
た
の

で
あ
る
。
宗
像
側
の
損
害
は
甚
大
で
、

多
数
の
将
兵
を
失
っ
た
。
竹
井
六
郎
は
、

こ
の
笠
木
山
城
下
の
戦
闘
で
討
死
し
た

の
で
あ
る
。

竹
井
六
郎
の
資
料
を
今
一
点
、
紹
介

す
る
。『
宗
像
郡
誌
』の「
吉
田
氏
系
傳
」

に
宗
像
市
山
田
の
吉
田
氏
の
系
図
を
抄

録
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、

と
あ
る
。
吉
田
尚
時
は
、
宗
像
氏
の
重

臣
で
、
当
主
・
氏
貞
の
信
任
厚
き
武
将

で
あ
っ
た
。
そ
の
娘
が
嫁
い
だ
竹
井
六

郎
が
、
討
死
し
た
竹
井
六
郎
と
は
断
定

は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
同
一
人
物

と
し
て
話
を
続
け
る
。
六
郎
の
妻
は
、

名
前
も
年
齢
も
不
明
で
あ
る
。
弟
・
貞

永
は
、
元
服
の
年
か
ら
小
金
原
で
戦
死

し
た
時
、
二
十
歳
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

『
宗
像
記
』に
、「
吉
田
次
郎
左
衛
門
、

石
松
新
三
郎
、
吉
田
少
輔
六
郎
三
人
の

者
共
は
、
十
時
摂
津
守
に
討
取
れ
ぬ
、

貞
辰
は
三
十
二
、
貞
永
は
十
九
に
成
け

る
が
、
勝
た
れ
た
る
勇
者
な
れ
ば
、
惜

し
ま
ぬ
人
は
な

か
り
け
り
」
と
、

記
し
て
い
る
。

こ
れ
を
信
ず
れ

ば
、
姉
は
二
十

歳
前
半
、
竹
井

六
郎
は
二
十
五

歳
前
後
、
子
ど

も
の
満
は
幼
児
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

六
郎
の
妻
は
、
小
金
原
の
合
戦
で
夫
と

実
家
の
父
と
弟
の
三
人
を
一
時
に
失
っ

た
の
で
あ
る
。
戦
国
の
世
と
は
言
え
ど

も
、
悲
嘆
こ
の
上
な
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

竹
井
満
宛
の
感
状
を
採
録
し
た『
新
撰

宗
像
記
考
證
』は
、
宗
像
関
係
の
古
文
書

を
収
集
し
て
年
代
順
に
記
録
し
た
書
で
、

編
者
不
明
で
あ
る
。
文
書
の
所
在
や
所

有
者
を
併
記
し
て
い
る
が
、
満
宛
の
感

状
に
は
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
本
書
は

『
竹
井
文
書
』を
一
切
収
録
し
て
お
ら
ず
。

こ
の
感
状
だ
け
が
同
文
書
か
ら
採
録
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
つ
ま
り
、

満
宛
の
感
状
は
、
手
野
竹
井
家
以
外
か

ら
、
提
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
満
の
子
孫
か
、
六
郎
婦
人

の
実
家
で
あ
る
吉
田
家
に
伝
来
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
竹
井
満
が
元
服
し
て
成
人

し
た
こ
ろ
、
宗
像
家
は
滅
亡
し
た
の
で

あ
る
。
家
臣
の
多
く
が
武
士
を
捨
て
て

帰
農
し
た
事
実
か
ら
、
満
が
武
士
と
な

る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

子
孫
脈
々
た
る
と
信
ず
。

謎
の
岡
垣
中
世
史

手
野
の
豪
族
・
竹
井
氏

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
羽
山
　
健
一

▲町指定文化財
手野・薬師堂の木造二天王立像の
「多聞天」

吉
田
飛
騨
守
尚
時

女
　
　
竹
井
六
郎
妻

少
輔

し
ょ
う
ゆ
う

六
郎
貞
永

初
名
右
馬
亮

う
ま
の
す
け

、
住
山
田

村
、
天
正
九
年
十
一
月

十
三
日
戦
死
小
金
原
。

天
正
三
年
十
二
月
十
三

日
元
服
、
同
九
年
十
一

月
十
三
日
戦
死
小
金
原
。



戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津 

波津、内浦、手野、新松原、元松原、吉木、高倉、 
上高倉、西黒山、東黒山、東山田、海老津、 
百合ヶ丘、野間、上畑 

第
1

第
4第

2

第
3水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 
○14、15日の可燃ゴミと15日のビンカン類の収集は休みです。 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程 

粗大ごみ収集日程 

人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

月2回汲取り 

○保育料8月分…………………………8月末 
　(延長保育料は7月分) 
○町営住宅家賃8月分…………………8月末 
○町県民税2期分………………………8月末 
○国民健康保険税3期分………………8月末 

土日祝日を除く収集日の2日前までに粗大ごみ受付センター1281ー5380へ 
電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四 

湯川、原、波津、内浦 

上畑、上高倉 

新海老津、上海老津、海老津（小局方面） 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

吉木、元松原、東黒山、西黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ 月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

戸切、戸切百合野、戸切白谷 

東高陽、東松原、東山田、糠塚、野間 

新海老津、山田、西山田、東山田、 
南山田、茅原、桜台、野間 

○女性のための悩みごと相談 

　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 

　1093－561－5737《毎週水曜日》 

○教育電話相談(教育委員会内) 

　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 

○心配ごと相談　13:30～16:00 

　17日(金)東部公民館、24日(金)ことぶき荘  

○法律相談　13:30～16:30 

　10(金)、24日(金)いこいの里 

　※要電話予約1283－2940 

○行政相談　13:30～16:00 

　10(金)、31(金)いこいの里 

○交通事故相談　10:00～16:00 

　6日(月)宗像市役所10940－36－5050 

　8日（水）ハピネスなかま1244－1111

8月の納期 

各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ 

三吉団地、三吉 

元松原、西黒山、吉木、高塚 
 

三吉 

三吉 

手野、新松原、三吉団地、三吉 

波津、原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚 

高塚、吉木（倉丸方面） 

高倉、吉木（倉丸方面） 

上畑、海老津、高倉、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

8月 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

31日 

手野、三吉、吉木、新松原、高塚 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野②、海老津 

人　口…32,358人(－13) 

　　　内168人は外国人 

女　性…16,991人(－7) 

男　性…15,367人(－6) 

世帯数…12,230世帯(＋7) 

　　内79世帯は外国人世帯 

　　  ※(　　)は前月との比較 

出　生…19人 

死　亡…22人 

転　入…65人 

転　出…75人 

まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（6月末） 

人身事故件数（5月） 

救急・火災医療（6月） 

救急
 出場件数 84 

 搬送人員 81 

火災
 出火件数 1 

 り災世帯 0 

 火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

17 

0 

1 

21

（＋7） 

（±0） 

（＋1） 

（＋8） 

（－1） 

（±0） 

（－1） 

（＋1） 

56 

0 

2 

76

5月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

吉木、塚原Ｂ 
 

吉木 
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8月の行事予定 8月の行事予定 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付  
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館)10:00～12:30

３歳児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

えびつかぐや灯篭まつり(情報プラザ人の駅周辺） 
18：00～21：00

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

(ごみの収集は休みです)

(ごみの収集は休みです)

こどもの発達相談「予約制」(役場)9:00～12:30

子育て相談(こども未来館)9:30～11:00  
自由広場(こども未来館)9:30～11:00  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
８
月
上
旬『
岡
垣
町
鹿
児
島
県
人
会
』　
８
月
下
旬『
ハ
ガ
キ
絵
展
』 

5日 
6日 
 
 

7日 
 
 

9日 
 
 

10日 
 
 
 
 

11日 
 
 
 

12日 
 
 
 

17日 
 
 

19日 
 
 
 
 
 

25日 
 
 
 

26日 

おはなし会14:30 
カルチャーフェスタ「ワーク
ショップ・アートで子どもと地
域をつなぐ」9:00～21:00 
カルチャーフェスタ「ワーク
ショップ・アートで子どもと地
域をつなぐ」9:00～21:00 
カルチャーフェスタ「ワーク
ショップ・アートで子どもと地
域をつなぐ」9:00～21:00 
いちご畑のコンサート「Poco 
a Poco (ピアノ)」18:30　カ
ルチャーフェスタ「ワークショ
ップ・アートで子どもと地域
をつなぐ」9:00～21:00 
おはなし会14:30 
カルチャーフェスタ「ワーク
ショップ・アートで子どもと地
域をつなぐ」9:00～21:00 

おはなし会14:30 
カルチャーフェスタ「ワーク
ショップ・アートで子どもと地
域をつなぐ」9:00～16:00 
い ち ご畑 のコンサート
「Mitchan(ギターの弾き語り)」
18:30 
おはなし会14:30 
夏休みファミリーイベントキ
ャラクターショー「ドラえもん」
①11:00②15:00 
岡垣サンリーアイフリーマー
ケット10:00～16:00 
おはなし会14:30 
いちご塾文化講演会「舞の海
秀平(スポーツキャスター)」
18:45 
おはなし会14:30 
第13回玄界灘ジョイントコン
サート13:30

4日 
 
 

7日 
 

9日 
 

11日 
 
 
 

12日 
 
 
 

17日 
 

18日 
19日 

 
 
 

21日 
 

25日 
 
 
 

30日 

イラストクラブ 
10:30～12:00、13:00～
14:30 
双子ちゃん情報交換会 
　10:00～12:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
おもちゃ病院 
　10:00～15:00 

ベビークラブ 
　10:00～11:30 
音楽ひろば11:00～12:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
妊婦胎教教室 
　10:00～11:30 
アウトドアクッキング 
　10:00～14:00 
親子で楽しむおりがみ教室 
　10:00～12:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00

4日 
 

5日 
 
 
 

19日 
 

25日 
 
 

26日 
 
 

遠賀郡民秋季体育大会「陸上競技(長距離走)」 
　(芦屋町祇園崎運動広場)17:40～ 
遠賀郡民秋季体育大会「陸上競技(長距離走を除く)」 
　(遠賀南中学校)9:30～ 
ソフトバレーボール連盟・夏季大会(ウエーブアリーナ) 
　9:00～18:00 
少年軟式野球連盟・第20回おんが自動車学校杯「１日目」 
　(町民総合グラウンド)7:00～18:00 
卓球連盟・第1回夏季オープン大会(ウエーブアリーナ) 
　8:00～20:00 
少年サッカー連盟・夏季大会(町民総合グラウンド)15:00～21:00 
福岡県民夏季体育大会「水泳競技」(福岡県立総合プール) 
　9:00～17:00 
少年軟式野球連盟・第20回おんが自動車学校杯「２日目」 
　(町民総合グラウンド)7:00～18:00 
バスケットボール連盟・町内対抗大会(ウエーブアリーナ) 
　8:00～19:00

4日 
11日 
12日 
18日 

19日 
25日 
26日 

冨久美新舞踊(冨久美あや子) 
イベント休み 
新舞踊翼流（翼しげる） 
日本舞踊春日流（春日壽岬）  

カラオケ（歌謡教室演歌みち） 
イベント休み 
新舞踊末広会（吹雪さくら） 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　11日・25日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 情報プラザ人の駅 
4日 
 

7日 
 

9日 
 

11日 
 
 
 

16日 
 

18日 
 
 
 

20日 
 

23日 
 

25日 
 

27日 
 

30日 

マルチメディアフェア 
　18:00～21:00 
若葉マーク教室①10:00～
12:00②13:00～15:00 
パソコン体験室 
　10:00～12:00 
パソコン相談室 
　13:00～16:00 
簡 単 ! ! 文 書作成教室①
18:00～21:30 
パソコン体験室 
　10:00～12:00 

パソコン相談室 
　13:00～16:00 
簡単!!文書作成教室② 
　18:00～21:30 
趣味のデジカメ教室① 
　13:00～16:30 
パソコン体験室 
　10:00～12:00 
パソコン相談室 
　13:00～16:00 
趣味のデジカメ教室② 
　13:00～16:30 
パソコン体験室 
　10:00～12:00

魚つかみ大会(波津海水浴場)12：00受付 

核兵器廃絶平和の町宣言事業映画上映会 
(岡垣サンリーアイ)14：00～ 

日付 行　事 

1 水 

8 水 

2 木 

3 金 

4 土 

5 日 

9 木 

16木 

10金 

17金 

24金 

31金 

11土 

18土 

25土 

6 月 

7 火 

15水 

13月 

14火 

23木 

30木 

22水 

29水 

21火 

28火 

12日 

19日 

26日 

20月 

27月 

※各講座は、事前の申込が必要です。 
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▼
夏
本
番
。
お
祭
り

好
き
な
私
は
、
こ
の

季
節
が
一
番
好
き
で

す
。
岡
垣
町
で
も
、

波
津
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
に
か
ぐ
や

灯
篭
ま
つ
り
、
映
画
上
映
会
と
夏

の
イ
ベ
ン
ト
満
載
で
す
。
ぜ
ひ
家

族
、
友
人
と
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
お
出
か
け
す
る
機

会
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
事
故
な
ど
な
い
よ
う
に
。

あ
ぁ
、
夏
休
み
の
あ
る
子
ど
も
の

こ
ろ
に
帰
り
た
い
…
…
。(

波
多
野)

▼
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
３
年
連
続
で

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ふ
化
の
時
期

は
、
８
月
中
旬
あ
た
り
。
ほ
ほ
え

ま
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
私
は
広
報

業
務
に
携
わ
っ
て
通
算
４
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
実
は
、
こ
の「
ふ
化
」

の
瞬
間
を
撮
影
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
す
。
で
す
の
で
、
今
年
こ
そ

は
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
子
ガ
メ
た
ち
よ
、
元
気
に
生

ま
れ
て
お
く
れ
〜
、
カ
メ
ラ
の
お

兄
ち
ゃ
ん
は
ド
キ
ド
キ
し
て
待
っ

て
る
よ
〜
！

(

竹
森)

鹿
児
島
県
阿
久
根

市
に
あ
る
鹿
児
島
酒

造
。
こ
こ
で
本
格
焼

酎
「
岡
垣
」
は
造
ら
れ

ま
し
た
。
阿
久
根
は
日
本
焼
酎
発

祥
の
地
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
造
ら
れ
た
焼
酎
は
古
く
か
ら
特

産
品
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
、
江

戸
・
上
方
を
始
め
諸
国
の
喝
采
を

集
め
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
本
格

焼
酎
「
岡
垣
」
に
つ
い
て
は
、
２
〜

５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報おかがきは古紙配合率100％再生紙を使用しています
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編
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どどどどううううかかかか生生生生ききききててててゆゆゆゆくくくくチチチチャャャャンンンンススススをををを下下下下ささささいいいい

ままままささささとととと君君君君のののの命命命命をををを救救救救ううううたたたためめめめにににに
「
も
う
一
度
、
波
津
の
海
で
泳
ぎ
た
い
」


